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ハ
ワ
イ
語
の
教
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日
本
語
の
中
の
英
語
は
英
語
で
は
な
い 

 

酒  

井  

寿  

紀 

 

ハ
ワ
イ
語
の
子
音
は
七
つ
だ
け 

昨
年
（
二
○
○
四
年
）
、
ハ
ワ
イ
に
住
ん
で
い
る
親
戚
を
訪
ね
た
。
初
め
て
の

国
へ
行
く
と
、
そ
の
国
の
言
葉
に
興
味
が
湧
く
。
ハ
ワ
イ
は
独
立
し
た
国
で
は
な

い
が
、
ハ
ワ
イ
に
は
ハ
ワ
イ
語
が
あ
る
。
ハ
ワ
イ
は
二
回
目
な
の
だ
が
、
前
に
行

っ
た
と
き
は
仕
事
が
大
変
で
、
ハ
ワ
イ
語
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
今
回
は
余
裕

が
あ
っ
た
の
で
、
ハ
ワ
イ
語
の
小
さ
い
辞
書
を
眺
め
て
み
た
。
す
る
と
、
い
ろ
い

ろ
面
白
い
こ
と
が
分
っ
た
。 

ハ
ワ
イ
語
の
母
音
は
、「
ａ
、
ｅ
、
ｉ
、
ｏ
、
ｕ
」
の
五
つ
で
、
日
本
語
の
「
あ
、

い
、
う
、
え
、
お
」
と
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
子
音
が
、
何
と
「
ｐ
、
ｋ
、

ｈ
、
ｌ
、
ｍ
、
ｎ
、
ｗ
」
の
七
つ
し
か
な
い
。 

こ
れ
が
、
ほ
か
の
言
葉
と
比
べ
て
、
ど
れ
ぐ
ら
い
少
な
い
か
と
い
う
と
、
例
え

ば
、
英
語
の
子
音
は
、
普
通
二
十
四
か
二
十
五
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

ハ
ワ
イ
語
で
は
、
「
ｂ
、
ｄ
、
ｆ
、
ｇ
、
ｊ
、
ｒ
、
ｓ
、
ｔ
、
ｖ
、
ｚ
」
の
計
十

個
の
文
字
に
対
応
す
る
子
音
が
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
英
語
で
「th

」
、
「sh

」
、

「ch(

チ)

」
で
表
わ
さ
れ
る
子
音
も
な
い
。 

日
本
語
の
子
音
の
数
は
、
五
十
音
の
「
カ
、
サ
、
タ
、
ナ
、
ハ
、
マ
、
ヤ
、
ラ
、
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ワ
、
ガ
、
ザ
、
ダ
、
バ
、
パ
」
の
十
四
行
と
「
キ
ャ
、
シ
ャ
、
チ
ャ
、
ニ
ャ
、
ヒ

ャ
、
ミ
ャ
、
リ
ャ
、
ギ
ャ
、
ジ
ャ
、
ビ
ャ
、
ピ
ャ
」
の
十
一
行
を
加
え
た
二
十
五

行
に
対
し
て
一
つ
ず
つ
子
音
が
あ
る
と
数
え
れ
ば
二
十
五
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

れ
に
近
年
使
わ
れ
て
い
る
「
フ
ァ
、
ヴ
ァ
」
の
行
も
加
え
れ
ば
、
二
十
七
に
な
る
。 

要
す
る
に
、
ハ
ワ
イ
語
の
子
音
の
数
は
、
英
語
に
比
べ
て
も
日
本
語
に
比
べ
て

も
三
分
の
一
以
下
な
の
だ
。 

そ
れ
で
も
、
「
ハ
ワ
イ
」(H

aw
aii)

の
「
オ
ア
フ
」(O

ahu)

島
の
「
ホ
ノ
ル

ル
」(H

onolulu)

や
「
マ
ウ
イ
」(M

aui)

島
の
「
カ
フ
ル
イ
」(K

ahului)

に
住

ん
で
、
「
マ
ヒ
マ
ヒ
」(M

ahim
ahi:

魚
の
名
前)

を
食
べ
て
「
コ
ナ
」(K

ona)

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
「
ウ
ク
レ
レ
」(ukulele)
で
奏
で
ら
れ
た
「
ア
ロ
ハ
・
オ
エ
」

(Aloha oe)

の
曲
に
あ
わ
せ
て
「
フ
ラ
」(hula)
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
れ
ば
問
題

は
起
き
な
い
。
こ
こ
に
出
て
き
た
ハ
ワ
イ
語
の
子
音
は
全
部
上
記
七
つ
に
含
ま
れ

る
か
ら
だ
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
困
っ
た
問
題
が
起
き
る
。 

 

英
語
か
ら
の
外
来
語
は
ど
う
な
っ
た
？ 

ハ
ワ
イ
は
昔
か
ら
米
国
文
化
の
影
響
が
強
か
っ
た
だ
け
に
、
ハ
ワ
イ
語
に
は
、

日
本
語
と
同
じ
よ
う
に
、
英
語
か
ら
の
外
来
語
が
非
常
に
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
ハ

ワ
イ
語
に
は
英
語
の
三
分
の
一
以
下
の
子
音
し
か
な
い
の
で
、
英
語
が
ま
と
も
に

表
現
で
き
な
い
。 

そ
の
た
め
、
英
語
の
「
ｔ
」
、
「
ｄ
」
、
「
ｓ
」
、
「
ｚ
」
、
「
ｇ(

グ)

」
、

「
ｇ(

ジ)

」
、
「th

」
、
「ch(

チ)

」
は
す
べ
て
「
ｋ
」
に
し
て
し
ま
っ
た
。
例

え
ば
、
「tennis

」
は
「
ｔ
」
も
「
ｓ
」
も
「
ｋ
」
に
し
て
「
ケ
ニ
カ
」(kenika)

、

「tiger

」
は
「
ｔ
」
も
「
ｇ
」
も
「
ｋ
」
に
し
て
「
キ
カ
」(kika)

」
と
い
う
具

合
だ
。
同
様
に
し
て
、
「soap

」
は
「
コ
パ
」(kopa)

に
、
名
前
の
「G

eorge

」
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は
「
ケ
オ
キ
」(K

eoki)

に
、「theater

」
は
「
ケ
ア
カ
」(keaka)

に
、「chocolate

」

は
「
コ
コ
レ
カ
」(kokoleka)

に
な
っ
た
。
「ticket

」
に
至
っ
て
は
、
「
キ
キ

キ
」(kikiki)
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
の
言
葉
も
「
ｋ
」
だ
ら
け
だ
。 

そ
し
て
、
「
ｂ
」
と
「
ｆ
」
は
「
ｐ
」
に
し
た
。
例
え
ば
、
「rabbit

」
の
「
ｂ
」

は
「
ｐ
」
に
な
っ
て
「
ラ
パ
キ
」(lapaki)

に
な
っ
た
。
同
様
に
、
「coffee

」

は
「
コ
ペ
」(kope)
、
「California

」
は
「
カ
レ
ポ
ニ
」
（K

aleponi

）
と
い

う
具
合
だ
。
「
ｆ
」
と
同
じ
音
の
「ph

」
も
「
ｐ
」
に
な
り
、
「Philipines

」

は
「
ピ
リ
ピ
ノ
」(Pilopino)
に
な
っ
た
。 

ま
た
、
「
ｖ
」
は
「
ｗ
」
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
「violin

」
は
「
ワ
イ
オ
リ

ナ
」(w

aiolina)

に
な
り
、
「velvet

」
は
「
ウ
ェ
レ
ウ
ェ
カ
」(w

elew
eka)

に

な
っ
た
。
も
っ
と
も
ハ
ワ
イ
語
の
「
ｗ
」
は
「
ｖ
」
と
同
じ
よ
う
に
発
音
す
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
だ
。 

そ
し
て
「sh

」
は
「
ｈ
」
に
し
た
の
で
、
「sheep
」
は
「
ヒ
パ
」(hipa)

に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

「
ｊ
」
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
子
音
で
な
く
母
音
の
「
ｉ
」
に
し
た
の
で
、

「Japan

」
が
「
イ
ア
パ
ナ
」(Iapana)

に
な
り
、
「July

」
が
「
イ
ウ
ラ
イ
」

(Iulai)

に
な
っ
た
。
ど
こ
か
で
ラ
テ
ン
語
か
ド
イ
ツ
語
の
影
響
を
受
け
た
の
だ
ろ

う
か
？ 

そ
し
て
、
ハ
ワ
イ
語
に
は
日
本
語
と
同
じ
よ
う
に
、
「
ｌ
」
と
「
ｒ
」
の
区
別

が
な
い
。
た
だ
、
日
本
語
と
違
う
の
は
、
ハ
ワ
イ
語
の
ラ
行
に
当
た
る
音
に
「
ｌ
」

を
当
て
た
。
そ
の
た
め
、
英
語
の
「
ｌ
」
は
も
ち
ろ
ん
、
英
語
の
「
ｒ
」
も
ハ
ワ

イ
語
で
は
「
ｌ
」
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
「radio

」
が
「
レ
キ
オ
」(lekio)

、

「rice

」
が
「
ラ
イ
キ
」(laiki)

、
「room

」
が
「
ル
ミ
」(lum

i)

、
「Am

erica

」

が
「
ア
メ
リ
カ
」(Am

elika)

と
い
う
具
合
だ
。
カ
ナ
で
書
く
と
区
別
が
で
き
な

い
が
、
も
と
の
言
葉
の
「
ｒ
」
が
す
べ
て
「
ｌ
」
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ワ
イ
語
に
は
出
身
が
英
語
と
は
と
て
も
思
え
な
い
言
葉
が
多
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い
。 

 
日
本
語
も
五
十
歩
百
歩 

で
は
、
日
本
語
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？ 

ハ
ワ
イ
語
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、

日
本
語
で
も
、
カ
ナ
で
表
わ
せ
な
い
英
語
の
子
音
は
多
い
。 

ま
ず
、
「th

」
が
あ
る
。
「third

」
は
「
サ
ー
ド
」
、
「theater

」
は
「
シ

ア
タ
ー
」
、
「therapy

」
は
「
セ
ラ
ピ
ー
」
、
「rhythm

」
は
「
リ
ズ
ム
」
と

書
く
が
、
「th

」
と
「
サ
行
」
や
「
ザ
行
」
の
音
は
違
う
。 

ま
た
、
「si

」
を
「
シ
」
、
「zi

」
を
「
ジ
」
で
表
わ
す
の
も
正
確
で
は
な
い

が
、
日
本
語
に
「si

」
や
「zi

」
に
対
応
す
る
音
が
な
い
の
で
し
か
た
が
な
い
。 

最
近
、
イ
ラ
ク
関
係
の
報
道
で
「Aljazeera
」
が
有
名
に
な
り
、
日
本
の
新

聞
の
中
に
は
、
発
音
に
こ
だ
わ
っ
て
「
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
」
で
な
く
「
ア
ル
ジ
ャ

ズ
ィ
ー
ラ
」
と
書
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
だ
が
、
同
じ
よ
う
に
発
音
に
こ
だ
わ

る
な
ら
、
「N

ew
 Zealand

」
は
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
」
で
な
く
「
ニ
ュ
ー
ズ

ィ
ー
ラ
ン
ド
」
、
「San Francisco

」
は
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
で
な
く
「
サ

ン
フ
ラ
ン
ス
ィ
ス
コ
」
、
「Sydney

」
は
「
シ
ド
ニ
ー
」
で
な
く
「
ス
ィ
ド
ニ

ー
」
、
「Singapore

」
は
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」
で
な
く
「
ス
ィ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」

と
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
片
手
落
ち
で
あ
る
。 

日
本
語
で
は
、
「
ｖ
」
に
対
し
て
は
ヴ
ァ
行
も
使
わ
れ
る
が
、
普
通
は
バ
行
を

当
て
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
「video

」
は
「
ビ
デ
オ
」
、
「volleyball

」

は
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
、
「Venice

」
は
「
ベ
ニ
ス
」
な
ど
だ
。
そ
の
た
め
、
英

語
の
「
ｖ
」
と
「
ｂ
」
の
区
別
が
つ
か
な
い
。
「ballet

」
も
「volley

」
も
「
バ

レ
ー
」
で
あ
る
。 

そ
の
ほ
か
、
「tour

」
は
「
ツ
ア
ー
」
、
「tw

o

」
は
「
ツ
ー
」
、
「today

」

は
「
ツ
デ
ー
」
と
も
書
く
が
、
こ
れ
も
音
は
違
う
。
し
か
し
英
語
の
「
ト
ゥ
」
に
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当
た
る
音
が
日
本
語
に
は
な
い
の
で
し
か
た
が
な
い
。 

前
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ハ
ワ
イ
語
で
は
、
英
語
の
「
ｌ
」
も
「
ｒ
」
も
「
ｌ
」

で
表
わ
す
が
、
日
本
語
で
は
「
ｌ
」
も
「
ｒ
」
も
ラ
行
で
表
わ
し
、
ロ
ー
マ
字
で

書
く
と
き
は
、
ハ
ワ
イ
語
と
は
逆
で
「
ｒ
」
を
使
う
。 

ハ
ワ
イ
語
の
ラ
行
に
当
た
る
音
が
、
英
語
の
「
ｒ
」
よ
り
英
語
の
「
ｌ
」
に
近

い
の
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
本
語
の
ラ
行
が
、
英
語
な
ど
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
言
葉
の
「
ｌ
」
よ
り
「
ｒ
」
に
近
い
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
。
例
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、
日
本
語
の
ラ
行
は
、
の
ど
の
奥
か
ら
搾
り
出
す

よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
ｒ
」
よ
り
は
、
ま
だ
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
ｌ
」
の
方
に
近

い
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
行
を
ロ
ー
マ
字
で
書
く
と
き
は
「
ｒ
」
を
使

う
。
日
本
語
の
ラ
行
も
、
ハ
ワ
イ
語
と
同
じ
よ
う
に
「
ｌ
」
で
表
わ
し
た
方
が
よ

か
っ
た
よ
う
に
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
語
で
は
「
ｒ
」
と
「
ｌ
」
の
区
別
が
で
き
な
い
た
め
、

「road

」
も
「load

」
も
「
ロ
ー
ド
」
に
な
り
、
「race

」
も
「lace

」
も
「
レ

ー
ス
」
に
な
り
、
「right

」
も
「light

」
も
「
ラ
イ
ト
」
に
な
っ
て
、
カ
ナ
書

き
で
は
ど
っ
ち
か
分
か
ら
な
い
。 

程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
、
日
本
語
も
ハ
ワ
イ
語
と
五
十
歩
百
歩
な
の
だ
。 

 

「street

」、「spring

」
な
ん
て
や
め
て
く
れ
！ 

ハ
ワ
イ
語
の
子
音
は
、
日
本
語
の
子
音
と
同
じ
で
、
必
ず
母
音
を
伴
う
。
英
語

な
ど
の
よ
う
に
、
子
音
が
続
い
た
り
、
言
葉
の
最
後
が
子
音
で
終
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
、
子
音
が
続
い
た
り
、
子
音
で
終
わ
っ
た
り
す
る
言
葉
に

は
、
母
音
を
補
う
必
要
が
あ
る
。 

例
え
ば
、
「truck

」
は
「
カ
ラ
カ
」(kalaka)

に
、
「ice cream

」
は
「
ア

イ
カ
リ
マ
」(aikalim

a)

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
子
音
に
「
ａ
」
を
付
け
る



 6

こ
と
が
一
番
多
い
よ
う
だ
。 

こ
の
ほ
か
、
「golf

」
は
「
コ
レ
パ
」(kolepa)

に
、
「rose

」
は
「
ロ
ケ
」

(loke)
に
、
と
い
う
よ
う
に
、
子
音
に
「
ｅ
」
を
付
け
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、

「Christm
as

」
が
「
カ
リ
キ
マ
カ
」(kalikim

aka)

に
、
「room

」
が
「
ル

ミ
」(lum

i)

に
な
る
よ
う
に
、
「
ｉ
」
を
付
け
る
も
の
も
あ
る
。 

子
音
が
並
ん
だ
り
、
子
音
で
終
わ
っ
た
り
す
る
と
き
に
母
音
を
付
け
る
必
要
が

あ
る
の
は
日
本
語
も
同
じ
だ
。
し
か
し
日
本
語
で
は
、
「kick

」
が
「
キ
ッ
ク
」
、

「kiss

」
が
「
キ
ス
」
、
「half
」
が
「
ハ
ー
フ
」
、
「room

」
が
「
ル
ー
ム
」
、

「girl

」
が
「
ガ
ー
ル
」
、
「top

」
が
「
ト
ッ
プ
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
ｕ
」
を

つ
け
「
ウ
段
」
の
音
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
「hit

」
は
「
ヒ
ッ
ト
」
、

「Sydney

」
は
「
シ
ド
ニ
ー
」
と
い
う
ふ
う
に
、
「
ｔ
」
や
「
ｄ
」
に
は
「
ｏ
」

を
付
け
て
「
ト
」
や
「
ド
」
に
す
る
。
こ
れ
は
た
ぶ
ん
「
タ
行
」
や
「
ダ
行
」
で

は
「
ウ
段
」
の
「
ツ
」
や
「
ヅ
」
の
音
が
特
殊
で
、
子
音
が
「
ｔ
」
や
「
ｄ
」
と

違
う
か
ら
だ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
子
音
の
後
に
、
ハ
ワ
イ
語
で
は
「
ａ
」
、
「
ｅ
」
、
「
ｉ
」
を

付
け
、
日
本
語
で
は
「
ｕ
」
か
「
ｏ
」
を
付
け
る
。
同
じ
目
的
に
対
し
て
ま
っ
た

く
違
う
母
音
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。 

考
え
て
見
れ
ば
、
子
音
の
後
に
は
母
音
が
あ
っ
た
方
が
自
然
で
、
誰
に
と
っ
て

も
発
音
し
や
す
く
、
ま
た
、
聞
き
取
り
や
す
い
は
ず
だ
。
そ
の
点
、
英
語
な
ど
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
葉
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
非
常
に
付
き
合
い
づ
ら
い
。

「start

」
、
「m

ilk

」
な
ど
子
音
の
二
連
続
で
も
難
し
い
の
に
、
「street

」
、

「spring

」
な
ど
よ
う
に
三
連
続
の
も
の
ま
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
に
と
っ

て
も
決
し
て
発
音
や
聞
き
取
り
が
や
さ
し
い
と
思
わ
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
こ
う

い
う
言
葉
が
で
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
や
ハ
ワ
イ
語
の
方
が
す
ぐ
れ
た
言
語
と
言
え
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
？ 
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ハ
ワ
イ
語
で
は
、
子
音
が
続
く
と
き
、
大
胆
に
も
、
最
初
の
子
音
を
略
し
て
し

ま
っ
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、「spoon

」
は
「
プ
ナ
」(puna)

に
な
り
、「school

」

は
「
ク
ラ
」(kula)

に
な
っ
て
、
頭
の
「
ｓ
」
は
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
耳
で
聞
く
限
り
、
日
本
語
の
「
ス
プ
ー
ン
」
や
「
ス
ク
ー
ル
」

よ
り
英
語
に
近
い
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、「August

」
は
「
ア
ウ
カ
ケ
」(Aukake)

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
「
ｇ
」
も
「
ｓ
」
も
「
ｔ
」
も
ハ
ワ
イ
語
で
は
「
ｋ
」
に

な
る
の
で
、
ま
と
も
に
書
き
換
え
る
と
「
ｋ
」
が
多
す
ぎ
る
た
め
だ
ろ
う
か
？ 

 

「
ン
」
も
な
い
ハ
ワ
イ
語 

ハ
ワ
イ
語
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
語
も
、
子
音
の
後
に
必
ず
母
音
が
来
る
と
書

い
た
が
、
こ
れ
に
は
例
外
が
あ
る
。
「
ｎ
」
、
つ
ま
り
「
ン
」
で
あ
る
。
現
在
の

日
本
語
に
は
、
「
ニ
ン
ゲ
ン
（
人
間
）
」
、
「
カ
ン
ゼ
ン
（
完
全
）
」
な
ど
、
「
ン
」

が
非
常
に
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
中
国
語
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
の
「
や
ま
と
こ
と
ば
」
で
は
、
「
ン
」
は
「(

犬
が)

ワ
ン
ワ
ン(
と
ほ
え

る)

」
「
ダ
ン
ダ
ン(

暖
か
く
な
る)

」
、
「
グ
ン
グ
ン(

伸
び
る)

」
な
ど
、
擬
声
語
、

擬
態
語
の
た
ぐ
い
に
し
か
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
語
に
は
昔
か
ら
「
ン
」
が
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
ハ
ワ
イ
語
に
は
「
ｎ
」
で
終
わ
る
音
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
「
ｎ
」

の
あ
と
に
子
音
が
き
た
り
、
「
ｎ
」
で
終
わ
っ
た
り
す
る
と
き
も
、
母
音
を
補
う

必
要
が
あ
る
。
「gasoline

」
は
「
カ
カ
リ
ナ
」(kakalina)

、
「telephone

」

は
「
ケ
レ
ポ
ナ
」(kelepona)

、
と
い
う
よ
う
に
「
ａ
」
を
付
け
た
り
、
「ink

」

は
「
イ
ニ
カ
」(inika)

、
「pencil

」
は
「
ペ
ニ
カ
ラ
」(penikala)

、
と
い
う

よ
う
に
「
ｉ
」
を
付
け
た
り
、
「June

」
は
「
イ
ウ
ネ
」(Iune)

、
と
い
う
よ
う

に
「
ｅ
」
を
付
け
た
り
す
る
。
ほ
か
の
子
音
と
同
じ
で
あ
る
。 

「
ｎ
」
の
後
に
別
の
子
音
が
あ
る
と
、
そ
れ
を
省
略
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
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る
。
例
え
ば
、
「France

」
は
「
パ
ラ
ニ
」(Palani)

に
な
り
、
最
後
の
「
ｓ
」

の
音
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
「elephant

」
は
「
エ
レ
パ
ニ
」(elepani)

、

「thousand
」
は
「
カ
ウ
カ
ニ
」(kaukani)

に
な
り
、
最
後
の
「
ｔ
」
や
「
ｄ
」

の
音
は
な
く
な
っ
た
。
日
本
語
は
几
帳
面
に
全
部
の
音
を
読
み
書
き
す
る
が
、
ど

っ
ち
が
よ
り
原
音
に
近
い
か
は
疑
問
だ
。 

も
し
日
本
語
に
「
ン
」
が
な
か
っ
た
ら
、
ほ
か
の
子
音
と
同
じ
よ
う
に
、
「
ｎ
」

に
も
「
ｕ
」
を
付
け
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
」
は
「
フ
ラ
ヌ
ス
」
、
「
イ
ン
ク
」
は
「
イ

ヌ
ク
」
、
「
ガ
ソ
リ
ン
」
は
「
ガ
ソ
リ
ヌ
」
と
言
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

言
葉
は
生
き
物
で
あ
る 

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
言
語
で
、
ほ
か
の
言
語
の
音
を
正
し
く
表
わ
そ
う
と
し

て
も
限
界
が
あ
る
。
そ
の
上
、
変
な
習
慣
が
根
付
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
例

え
ば
、
日
本
で
「
記
憶
装
置
」
の
こ
と
を
、
普
通
「
ス
ト
レ
ー
ジ
」
と
言
っ
て
い

る
が
、
「storage

」
を
カ
ナ
書
き
す
る
な
ら
、
「
ス
ト
ー
リ
ジ
」
か
「
ス
ト
ー

レ
ジ
」
の
方
が
原
音
に
近
い
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
「
ス
ト
レ
ー
ジ
」

が
す
っ
か
り
定
着
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
新
聞
も
テ
レ
ビ
も
、
「digital

」
を
「
デ
ジ
タ
ル
」
と
書
い
た
り
読
ん

だ
り
し
て
い
る
。
「disk

」
を
「
デ
ィ
ス
ク
」
、
「desk

」
を
「
デ
ス
ク
」
と
ち

ゃ
ん
と
言
い
分
け
る
の
に
、
何
故
「digital

」
を
「
デ
ィ
ジ
タ
ル
」
と
言
わ
な
い

の
か
不
思
議
だ
。 

そ
し
て
、
日
本
語
の
中
の
英
語
が
問
題
な
の
は
発
音
だ
け
で
は
な
い
。
「
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
」
、
「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
」
、
「
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
」
、
「
コ
ン

セ
ン
ト
」
な
ど
、
英
米
人
に
は
通
用
し
な
い
英
語(

？)

が
多
数
あ
る
。 

ま
た
、
英
米
と
は
違
う
意
味
で
使
っ
て
い
る
言
葉
も
多
い
。
例
え
ば
、
「diet

」

は
、
英
語
で
は
食
事
に
よ
る
減
量
だ
が
、
日
本
で
は
運
動
に
よ
る
減
量
も
含
め
て
、
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体
重
を
減
ら
す
こ
と
を
す
べ
て
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
と
言
っ
て
い
る
。 

数
年
前
、
若
い
人
に
、
「
あ
の
子
は
飲
む
と
す
ぐ
ハ
イ
・
テ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
」

と
言
わ
れ
て
驚
い
た
。
「high tension

」
と
い
う
と
、
小
泉
総
理
と
金
正
日
の

拉
致
問
題
の
会
談
の
よ
う
な
、
一
触
即
発
の
張
り
詰
め
た
空
気
を
感
じ
て
し
ま
う

が
、
日
本
で
は
、
飲
ん
で
陽
気
に
な
る
こ
と
を
「
ハ
イ
・
テ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
」

と
言
っ
て
い
る
ら
し
い
。 

先
日
、
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
の
講
演
の
あ
と
、
日
本
人
が
英
語
で
の
質
問
の
中
で
、

「restructuring

」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
話
が
混
乱
し
て
い
た
。
日
本
で
は

「
リ
ス
ト
ラ
」
を
「layoff

」
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。 も

う
一
つ
、
や
や
こ
し
い
例
を
挙
げ
る
と
、「
Ｏ
Ｅ
Ｍ(O

riginal Equipm
ent 

M
anufacturer)

」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
の
世
界
で
、
メ
ー
カ
ー
が
他
社
か
ら
製
品
の
供
給
を
受
け
て
、
自
社
の
ブ

ラ
ン
ド
を
付
け
て
売
る
と
き
の
、
製
品
の
供
給
元
を
指
す
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の

米
国
で
は
、
普
通
は
ま
っ
た
く
逆
で
、
供
給
先
の
方
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
Ｏ
Ｅ
Ｍ
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
か
ら
も
、
も
と
も
と
の
意
味
は
供
給
元
だ
っ
た

も
の
が
、
最
近
の
米
国
で
誤
用
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
米
国
の
多

く
の
用
語
解
説
書
も
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
米
国
の
方
が
誤
用
で
あ
ろ
う
と
何

で
あ
ろ
う
と
、
同
じ
言
葉
が
米
国
と
日
本
で
、
ま
っ
た
く
逆
の
意
味
で
使
わ
れ
て

い
る
の
は
厳
然
た
る
事
実
だ
。
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し
て
、
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る

意
味
で
「
Ｏ
Ｅ
Ｍ
」
を
使
え
ば
、
話
が
混
乱
す
る
の
は
確
実
だ
。 

言
葉
は
生
き
物
で
、
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
言
葉
が
米
国
と
日
本
で
そ
れ
ぞ
れ
別

の
進
化(

？)

を
遂
げ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
に
変
な
英
語
で
も
、

一
度
定
着
す
る
と
、
そ
れ
を
直
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。 
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日
本
語
の
中
の
英
語
は
英
語
で
は
な
い 

ハ
ワ
イ
ア
ン
に
「
カ
イ
マ
ナ
・
ヒ
ラ
」
と
い
う
曲
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド･
ヘ
ッ
ド
」
の
ハ
ワ
イ
語
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
英
語
の

「D
iam

ond H
ill

」
が
「K

aim
ana

 
H

ila

」
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。 

ほ
か
に
も
、
も
と
が
英
語
と
は
思
え
な
い
も
の
が
多
い
。
「
キ
キ
キ
」
が
「
チ

ケ
ッ
ト
」
で
、
「
パ
ラ
ニ
」
が
「
フ
ラ
ン
ス
」
、
「
カ
ラ
カ
」
が
「
ト
ラ
ッ
ク
」

の
こ
と
だ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
と
て
も
想
像
で
き
な
い
。 

し
か
し
、
考
え
て
み
る
と
、
日
本
語
を
知
ら
な
い
人
に
、
「
サ
ー
ド
」(sado)

が
「third

」
、
「
ミ
ル
ク
」(m

iruku)
が
「m

ilk

」
、
「
コ
ー
ヒ
ー
」(kohi)

が
「coffee

」
の
こ
と
だ
と
分
る
も
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

ハ
ワ
イ
語
の
中
の
英
語
の
発
音
の
す
さ
ま
じ
さ
に
は
仰
天
す
る
。
し
か
し
、
ハ

ワ
イ
語
の
中
の
英
語
が
、
本
当
の
英
語
か
ら
程
遠
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
語

の
中
の
英
語
も
本
当
の
英
語
か
ら
は
程
遠
い
の
だ
。 

そ
し
て
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
本
当
の
英
語
よ
り
、
日
本
語
の
中
の
英
語
ら

し
き
も
の
に
接
す
る
機
会
の
方
が
は
る
か
に
多
い
。
そ
の
た
め
、
日
本
語
の
中
の

英
語
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
日
本
人
の
英
語
は
下
手
に
な
る
。
日
本
語
の
中

に
カ
タ
カ
ナ
英
語
を
ち
り
ば
め
て
得
意
に
な
っ
て
い
る
有
名
人
は
、
日
本
人
の
英

語
力
の
低
下
を
招
い
て
い
る
こ
と
を
悟
る
べ
き
だ
。 

要
す
る
に
、
日
本
語
の
中
の
英
語
は
英
語
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
英
語
を
話
し

た
り
書
い
た
り
す
る
と
き
は
、
ま
ず
日
本
語
の
中
の
英
語
を
忘
れ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。 

（
完
） 


